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【背景】 
猫ヘルペスウイルスの再活性化の要因の⼀つにストレスがある。先⾏研究によると猫ヘルペスウイルス-1(FHV-
1)に関して、猫にストレスが加わってから最初の 3 週間以内にウイルスの再活性化が起こるとされています。 
FHV-1 を接種した⼦猫における、ストレスを減少させるフェロモンの効果についてはこれまで調べられていな
い。 
【⽬的】 
猫のフェロモンが⼦猫のストレスを軽減し、FHV-1 に関連する疾患の再燃を減少させるかどうかを調べる。 
 
【材料】 
⽬的のために繁殖された 5 ヶ⽉齢の猫 12 頭。 
 
【⽅法】 
12 頭をフェロモン群とプラセボ群に 6 頭ずつ振り分ける。 
調査期間は８週間。グループ部屋と⽝舎(個別)を２週毎に変更する。(下図) 

 
 

各時期において、猫の臨床症状やストレス値の変化、⾏動学的な変化について評価。 
 
【結果】 
症状について、くしゃみの頻度がフェロモン群で有意に減少した。（Fig 2） 
⾏動について、睡眠がフェロモン群で有意に増えた。(Table 6) 
 
【結論】 
フェロモンがストレスを軽減し、FHV-1 に関連したくしゃみを減少させた可能性を⽰唆している。 
 
【制限事項】 
研究⽤に供された⼦猫のため施設環境や⼈との接触、観察されることに慣れている。 
サンプルサイズが⼩さいため個々の症状は異なり、多変量解析での有意差を⾒出せなかった。 
 
【評論】 
本研究からは効果は補助的に⽤いて期待する程度と考えられる。 
特にくしゃみが酷い症例には慢性⿐炎への進⾏を予防できる可能性がある。 
季節の変わり⽬などの再燃しやすい時期や他党飼育者に使⽤を提案するのが良いと考えられる。 
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